
学校名： 高等学校 大学科：

科目名： 学年

領域 達成 CAN-DO Statement (CDS) Lesson
評価
方法

学期 ＣＳ

L1 □
日常生活や旅行などの話題について，ゆっくりはっきりと話
されれば，話者の意図を理解することができる。

2
単元
テスト １学期 ア

L2 □
将来の職業，人間の心理，環境や人類の発明などの社会的な
話題に関する話題について，ゆっくりはっきりと話されれば，
その説明の概要を理解することができる。

４・７・９ 考査 ２学期 イ

R1 □
簡単な語を用いて書かれた，人物に関する文章を，イラスト等
を参考にしながら理解することができる。

1 考査 １学期 ア

R2 □
ある少年について書かれた物語の要点を理解したり，必要な
情報を取り出したりすることができる。

6 考査 ２学期 イ

R3 □
スペシャリストについて書かれた平易な文章の要点を理解し
たり，必要な情報を取り出したりすることができる。

8 考査 ３学期 イ

SI1 □
ペットや動物などの身近なトピックに関して，はっきりと話さ
れれば，簡単な質疑応答をすることができる。

3
インタビュー
テスト，ロー

ルプレイ
１学期 ア

SI2 □
簡単な英語で，意見や気持ちをやりとりしたり，賛成や反対な
どの自分の意見を伝えたり，物や人を比べたりすることがで
きる。

5
ディベート，
インタビュー

テスト
２学期 ア

SI3 □
環境保護や健康など，社会的な話題を扱った平易な文章の要
点を理解したり，必要な情報を取り出したりすることができ
る。

10
プレゼン

テーション ３学期 イ

SP1 □
前もって話すことを用意した上で，基礎的な語句，定型表現
を用いて，人前で実物などを見せながらその物を説明するこ
とができる。

4
スピーチ，プ
レゼンテー

ション
１学期 ア

SP2 □
一連の簡単な語句や文を使って，好きな本や小説，映画など
について，理由も含めて，簡単に描写したり自分の考えを述
べたりすることができる。

8
スピーチ，イ
ンタビュー

テスト
２学期 イ

SP3 □
自分の考えを事前に準備して，メモの助けがあれば，聞き手
を混乱させないように，馴染みのある話題や自分に関心のあ
る事柄について語ることができる。

10

ディスカッ
ション，プレ
ゼンテーショ

ン

３学期 イ

W1 □
簡単な語彙や句，文で，尊敬する人についてまとまりのある
文章を書くことができる。

1 考査 １学期 ア

W2 □
一連の簡単な語句や文を使って，好きな本や小説，映画など
について，理由も含めて，自分の考えを書くことができる。

6
単元
テスト ２学期 ア

W3 □
歴史上の出来事について，自分の意見を踏まえながら，複数
の段落で書くことかでぎる。

9
エッセイライ

ティング ３学期 イ

※左のＣＳは学習指導要領を意味します。その内容は別のシートにあります。

L
is

te
n

in
g

R
e

a
d

in
g

S
p

e
a
k
in

g
In

te
ra

c
ti

o
n

S
p

e
a
k
in

g
P

re
s
e

n
ta

ti
o

n
W

ri
ti

n
g

【様式１】 CAN-DO LIST 2023

１年

情報科学武岡台

英語コミュニケーションⅠ



学校名： 学　年： １年

科目名： 大学科： 情報科学

学期 月 Lesson 領域 ＣＳ
評価
方法

達成

R ア 単元テスト Ｒ１□

W ア
エッセイライ

ティング Ｗ１□

5 2 L ア 定期考査 Ｌ１□

6 3 SI ア PT SＩ１□

L イ 定期考査 Ｌ２□

SP ア PT ＳＰ１□

9 5 SI ア PT SＩ２□

R イ 定期考査 Ｒ２□

W ア
エッセイライ

ティング Ｗ２□

11 7 L イ 定期考査 Ｌ２□

R イ 定期考査 Ｒ３□

SP イ PT ＳＰ２□

L イ 定期考査 Ｌ２□

W イ
エッセイライ

ティング Ｗ３□

SI イ PT SＩ３□

SP イ PT ＳＰ３□

CAN-DO Statement (CDS)

日常生活や旅行などの話題について，ゆっくりはっ
きりと話されれば，話者の意図を理解することがで
きる。

簡単な語彙や句，文で，尊敬する人についてまとま
りのある文章を書くことができる。

1

2

簡単な語を用いて書かれた，人物に関する文章を，
イラスト等を参考にしながら理解することができる。

将来の職業，人間の心理，環境や人類の発明などの
社会的な話題に関する話題について，ゆっくりはっ
きりと話されれば，その説明の概要を理解すること
ができる。

ペットや動物などの身近なトピックに関して，はっき
りと話されれば，簡単な質疑応答をすることができ
る。

将来の職業，人間の心理，環境や人類の発明などの
社会的な話題に関する話題について，ゆっくりはっ
きりと話されれば，その説明の概要を理解すること
ができる。

前もって話すことを用意した上で，基礎的な語句，
定型表現を用いて，人前で実物などを見せながらそ
の物を説明することができる。

一連の簡単な語句や文を使って，好きな本や小説，
映画などについて，理由も含めて，簡単に描写した
り自分の考えを述べたりすることができる。

ある少年について書かれた物語の要点を理解した
り，必要な情報を取り出したりすることができる。

簡単な英語で，意見や気持ちをやりとりしたり，賛成
や反対などの自分の意見を伝えたり，物や人を比べ
たりすることができる。

4 1

7

武岡台

英語コミュニケーションⅠ

【様式２】 年間指導計画 2023

高等学校

4

10 6

2・３ 10

環境保護や健康など，社会的な話題を扱った平易な
文章の要点を理解したり，必要な情報を取り出した
りすることができる。

自分の考えを事前に準備して，メモの助けがあれ
ば，聞き手を混乱させないように，馴染みのある話
題や自分に関心のある事柄について語ることがで
きる。

3

12 8

1 9

歴史上の出来事について，自分の意見を踏まえなが
ら，複数の段落で書くことかでぎる。

将来の職業，人間の心理，環境や人類の発明などの
社会的な話題に関する話題について，ゆっくりはっ
きりと話されれば，その説明の概要を理解すること
ができる。

一連の簡単な語句や文を使って，好きな本や小説，
映画などについて，理由も含めて，簡単に描写した
り自分の考えを述べたりすることができる。

スペシャリストについて書かれた平易な文章の要点
を理解したり，必要な情報を取り出したりすること
ができる。



ア　日常的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，情報量などにおい
て，多くの支援を活用すれば，必要な情報を聞き取り，話し手の意図を把握することが
できる。

イ　社会的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，情報量などにおい
て，多くの支援を活用すれば，必要な情報を聞き取り，概要や要点を目的に応じて捉え
ることができる。

ア　日常的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおいて，多くの支援を
活用すれば，必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握することができる。

イ　社会的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおいて，多くの支援を
活用すれば，必要な情報を読み取り，概要や要点を目的に応じて捉えることができる。

ア　日常的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにおいて，多くの支援
を活用すれば，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを話して伝え合う
やり取りを続けることができる。

イ　社会的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにおいて，多くの支援
を活用すれば，聞いたり読んだりしたことを基に，基本的な語句や文を用いて，情報や
考え，気持ちなどを論理性に注意して話して伝え合うことができる。

ア　日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多くの支援
を活用すれば，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意し
て話して伝えることができる。

イ　社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多くの支援
を活用すれば，聞いたり読んだりしたことを基に，基本的な語句や文を用いて，情報や
考え，気持ちなどを論理性に注意して話して伝えることができる。

ア　日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多くの支援
を活用すれば，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意し
て文章を書いて伝えることができる。

イ　社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多くの支援
を活用すれば，聞いたり読んだりしたことを基に，基本的な語句や文を用いて，情報や
考え，気持ちなどを論理性に注意して文章を書いて伝えることができる。

書
く
こ
と
英語コミュニケーションⅠ　科目の目標

聞
く
こ
と

読
む
こ
と

話
す
こ
と

［
や
り
取
り
］

話
す
こ
と

［
発
表
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学校名： 高等学校 大学科：

科目名： 学年

領域 達成 CAN-DO Statement (CDS) Lesson
評価
方法

学期 ＣＳ

L1 □
科学に関する関する話題について，ゆっくりはっきりと話さ
れれば，その説明の概要を理解することができる。

4 考査 1 ア

L2 □
地理や歴史などの社会的な話題に関するディスカッションを
聞いて，概要や要点を理解することができる。

9 考査 3 イ

R1 □
睡眠について書かれた文章や広告を読み，要点を理解したり
必要な情報を取り出したりすることができる。

3 単元テスト 1 ア

R2 □
難民問題などの社会的な話題についての新聞を読んで，情報
を理解することができる。

6 考査 2 イ

SI1 □
世界の国々や関連する話題について，意見や気持ちをやりと
りすることができる。

1
インタビュー

テスト 1 ア

SI2 □
科学技術などの社会的な話題について，情報や考え，気持ち
などを，相手の発言内容に基づき述べることができる。

10 ディベート 3 イ

SP1 □
日本の文化や観光名所について，情報や考え，気持ちなどを
述べることができる。

2
スピーチ，プ
レゼンテー

ション
1 ア

SP2 □
環境などの社会的な話題について，情報や考え，気持ちなどを，相
手の発言内容に基づき述べることができる。

8
プレゼン

テーション 2 イ

W1 □
物語の内容や関連する話題について，自分の考えや気持ちな
どを説得力のある表現や論理構成を用いて書くことができ
る。

5
エッセイライ

ティング 2 イ

W2 □
社会的な話題について，良い点・悪い点を実例を用いて書くことが
できる。

7
エッセイライ

ティング 2 ア

※左のＣＳは学習指導要領を意味します。その内容は別のシートにあります。
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【様式１】 CAN-DO LIST 2023

武岡台 情報科学

英語コミュニケーションⅡ 2年



学校名： 学　年： 2

科目名： 大学科： 情報科学

学期 月 Lesson 領域 ＣＳ
評価
方法

達成

4 1 SI ア
インタ

ビューテス
ト

SＩ１□

5 2 SP イ
スピーチ，
プレゼン

テーション
ＳＰ１□

6 3 R ア 単元テスト Ｒ１□

7 4 L ア 考査 Ｌ１□

9 5 W イ
エッセイライ

ティング Ｗ１□

10 6 R イ 考査 Ｒ２□

11 7 W ア
エッセイライ

ティング Ｗ２□

12 8 SP イ
プレゼン

テーション ＳＰ２□

1 9 L イ 考査 Ｌ２□

2
３

10 SI イ ディベート SＩ２□

3

地理や歴史などの社会的な話題に関するディスカッ
ションを聞いて，概要や要点を理解することができ
る。

科学技術などの社会的な話題について，情報や考
え，気持ちなどを，相手の発言内容に基づき述べる
ことができる。

2

物語の内容や関連する話題について，自分の考えや
気持ちなどを説得力のある表現や論理構成を用い
て書くことができる。

難民問題などの社会的な話題についての新聞を読
んで，情報を理解することができる。

社会的な話題について，良い点・悪い点を実例を用
いて書くことができる。

新しいロボット開発の提案について，絵を用いて話
すことができる。

1

世界の国々や関連する話題について，意見や気持ち
をやりとりすることができる。

日本の文化や観光名所について，情報や考え，気持
ちなどを述べることができる。

睡眠について書かれた文章や広告を読み，要点を理
解したり必要な情報を取り出したりすることができ
る。

科学に関する関する話題について，ゆっくりはっきり
と話されれば，その説明の概要を理解することがで
きる。

CAN-DO Statement (CDS)

【様式２】 年間指導計画 2023

武岡台 高等学校

英語コミュニケーションⅡ



ア　日常的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，情報量などにおい
て，一定の支援を活用すれば，必要な情報を聞き取り，話の展開や話し手の意図を把握
することができるようにする。

イ　社会的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，情報量などにおい
て，一定の支援を活用すれば，必要な情報を聞き取り，概要や要点，詳細を目的に応じ
て捉えることができるようにする。

ア　日常的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおいて，一定の支援を
活用すれば，必要な情報を読み取り，文章の展開や書き手の意図を把握することができ
るようにする。

イ　社会的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおいて，一定の支援を
活用すれば，必要な情報を読み取り，概要や要点，詳細を目的に応じて捉えることがで
きるようにする。

ア　日常的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにおいて，一定の支援
を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを詳しく話して伝え
合うやり取りを続けることができるようにする。

イ　社会的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにおいて，一定の支援
を活用すれば，聞いたり読んだりしたことを基に，多様な語句や文を用いて，情報や考
え，気持ちなどを論理性に注意して詳しく話して伝え合うことができるようにする。

ア　日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，一定の支援
を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して
話して詳しく伝えることができるようにする。

イ　社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，一定の支援
を活用すれば，聞いたり読んだりしたことを基に，多様な語句や文を用いて，情報や考
え，気持ちなどを論理性に注意して詳しく話して伝えることができるようにする。

ア　日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，一定の支援
を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して
複数の段落から成る文章で詳しく書いて伝えることができるようにする。

イ　社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，一定の支援
を活用すれば，聞いたり読んだりしたことを基に，多様な語句や文を用いて，情報や考
え，気持ちなどを論理性に注意して複数の段落から成る文章で詳しく書いて伝えること
ができるようにする。

書
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こ
と
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